











A STUDY ON THE PROCESS OF LOSS OF GREEN SPACE IN THE CLIFF LINE 
AND GREEN SPACE CONSERVATION POLICIES 
 
髙橋勇亮 





This study aims to understand the process of loss of green space in the cliff line and the effect of green space 
conservation policies. As a result, it was found that the green space in the cliff line was lost in large quantities 
from 1953 to 1992. And it was found that green space conservation policies while demonstrating the 
characteristics of each, have contributed to the loss mitigation green space. 


























































































































































































図７ 1970 年ＤＩＤと交通条件による地区類型 
 




































































年，1997 年，2002 年，2007 年の土地利用現況図を用い
て，1940 年における崖線緑地範囲内から緑地を抽出し崖
線緑地とした． 
















図 10 崖線緑地面積と５年当り消失率の推移 
 
 図 10 から，崖線緑地は 1940 年から 1953 年まで，1992
年から 2007 年までにかけてはあまり消失していない一






分割し，1940 年から 2007 年までの残存率を色分けした．
例として，崖線残存率と交通条件による町丁目分類図と





















たのかを明らかにするため，1940 年から 1953 年まで，
1953 年から 1983 年まで，1983 年から 1992 年まで，1992
年から 1997 年まで，1997 年から 2002 年まで，2002 年
から 2007 年までにおけるそれぞれの５年当りの緑地消
失率を図に表した．例として，1953 年から 1983 年まで















図 12 ５年当り崖線緑地消失率(1953～1983 年) 
 











1940 年に崖線緑地であった範囲が，1992 年，2007 年に
どのような土地利用となっているかを，土地利用現況図
を用いて明らかにした．例として，2007 年における崖線































布図の作成を行った．この散布図を図 14 に示す． 














































































































































































































































③崖線緑地の消失過程としては，1953 年から 1983 年，
1983年から1992年において消失率が非常に高くなって
いた．これは日野市の人口流入の傾向と一致していると
いえる．場所としては，1953 年から 1983 年では駅から
近いエリアで，1983 年から 1992 年では駅周辺よりも外
側のエリアで緑地消失が目立っていた．また，緑地消失
後は主に宅地，道路に土地利用転換していた．崖線と崖
線所在町丁目との緑地消失率の関係性について見てみ
ると，崖線の緑地消失はその町丁目の緑地消失に影響し
ており，逆に崖線の緑地が保全されることはその町丁目
の緑地が保全されることに効果があるといえる結果と
なった． 
④崖線緑地について，緑地保全施策指定地では非指定地
に比べて，緑地消失が大幅に緩和されていた．1960 年
から 1980 年までの急激な市街化の時代においても，ま
た近年の緩やかな市街化の時代においても大きな効果
が見られた．緑地保全施策の中でも特に効果的という結
果が出たのは，東京都緑地保全地域であった．東京都に
よる建築行為の禁止など厳しい規制によって，近年では
緑地が回復傾向となっている．一方で，緑地保全施策の
中で最も効果が低かったのは登録樹林であった．補助金
のみで，建築などの規制は伴わないやや緩い施策ゆえに
比較的効果は低かった．ただし，非指定地との差は明ら
かであり，緑地保全のための有効な施策であることは確
認できた．崖線においては，指定地割合が高いほど緑地
残存率が高く，緑地保全施策が緑地残存に大きく貢献し
てきたことが分かった．また，緑地保全施策は市街化の
中で崖線を守るという意味でも効果を発揮しているこ
とが分かった．今後，日野市では人口減少に伴う宅地需
要低下により逆線引き，買い取り請求による緑地の保全
も考えられる．近年，緑地消失が見られた第一崖線南部
においては，まず比較的指定のハードルが低い信託緑地，
生産緑地地区の指定を目指すべきといえる．これは，将
来的な逆線引きの根拠にもなり得る． 
 
８．今後の課題 
 今後の課題は以下の２点である． 
①崖線の分析にあたって，標高データを用いて，例えば
傾斜角と消失過程との関係性などが出せれば，より深い
考察が可能であったと考えられる． 
②緑地保全施策について，公園緑地，生産緑地地区，信
託緑地，登録樹林などはそれぞれの指定年を追って分析
を行えれば，より正確な結果が得られたと考えられる．
ただし，生産緑地地区，信託緑地，登録樹林については
個人情報の問題があり，データの入手は非常に困難であ
ると言える． 
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